


（事務局からの説明）    

  事務局より、スマートライフ推進協創プ

ロジェクトにおける具体的なプロジェクト

の進捗状況及び平成 26 年度に向けた取組

方向を説明しました。 

    

て（プロジェクト推進についての意見交換）意見交換）    

  続いて、並河委員長の進行によりプロジ

ェクトの推進に関する意見交換を行いまし

た。 

    

※委員からの主な意見 

○スマートハウスについては、現在ハードの

整備が中心となっているが、今後重要なの

がソフト整備であり、まさにライフスタイ

ルそのものである。今後、豊かな社会やラ

イフスタイルを提示し、新たなビジネス展

開を検討するためには、健康、美容、ファ

ッションなど女性の視点が重要な鍵となる。 

○地域住民の参画を促進するため、地域住民

にとって、どのような利点があるのかなど

昨年度実施した住民アンケート結果のほか、

検討会の取り組み方向をフィードバックす

べきではないか。 

○三重県のスマートライフの取り組みについ

て、他県との連携・意見交換等を通じて、

先進性のある取り組みをさらにブラッシュ

アップしてより良い三重発のビジネスモデ

ルを提案すべきではないか。 

○企業の参画を促進するため、企業にとって、

どのような技術が活用できるのかなど各検

討会におけるスマートライフの取り組み方

向を分かりやすく情報発信する必要がある

のではないか。 

○災害時の避難場所となる集会所や学校の体

育館の整備などに、スマートハウスの考え

方（非常時の電力供給する仕組みなど）を

活用すると防災上の視点からも有効である

ので、企業のビジネス展開する対象として

推進していくべきではないか。 

○今後の住宅市場は、既築住宅のリフォーム

事業が中心となる見通しであるため、２０

２０年までに政府が新築住宅向けに普及を

目指すゼロエネルギーハウス※の仕組みを

既存住宅に展開するには、大手メーカーだ

けでなく、地場の工務店の育成がポイント

となるのではないか。 

※「ゼロエネルギーハウス」とは、住宅（建物・

設備）の省エネ性能向上及び再生可能エネルギ

ー等の活用により、住宅で消費したエネルギー

量と住宅で発生させるエネルギー量を相殺でき

る住宅。 

 

 

 

                         次回の開催予定予定                            

 次回の推進会議については、平成 26 年 1

月下旬から２月上旬に行う予定です。 


